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人 口 調 べ

( 昭和49年9月1日現在)

世 帯　196, 356

男　309, 010

女　300, 292

計　609, 301

( 前月より168人増)

読
書
の
秋
は
図
書
館
で

あ
な
た
も
一
冊
の
本
を

テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
多
t
の
情
報
が
次
か
ら
次
へ
と
伝
え
ら
れ
る
社
会
、
い

わ
ゆ
る
情
報
化
時
代
の
中
で
私
た
ち
は
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の

氾
ら
ん
に
押
し
流
さ
れ
、
私
た
ち
は
、
自
分
で
考
え
る
余
裕
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
時
代
に
こ
そ
読
書
は
、
私
た
ち
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。
読

書
の
秋
を
迎
え
て
、
あ
な
た
も
一
冊
手
に
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

読
書
の
習
慣
を

本
は
毎
日
す
こ
し
ず
つ
で
も
必
ず
読

む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
最
初
丿

苦
痛
を
感
じ
ま
す
が
、
慣
れ
る
と
今
度

は
、
肪
ま
な
い
と
落
着
か
な
く
な
る
も

の
で
す
。

最
初
は
、
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
趣

味
や
程
度
に
合
っ
た
本
か
ら
読
み
は
じ

め
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
の
た
と
え
の

と
お
り
、
あ
な
た
も
読
書
の
秋
に
む
け

て
さ
っ
そ
く
は
じ
め
て
み
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。

図
書
館
の

ご
利
用
を

諸
物
値
高
瀰
の
あ
お
り
で
。
最
近
t

の
値
段
も
三

割
か
ら
五
割
も
ア
ぶ

し
、
な
か
な
か
買
い
づ
ら
く
な
っ
て
匚

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
無
料
で
あ
Q

ゆ
る
本
が
借
り
ら
れ
る
図
書
館
の
ご
刪

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

現
在
、
区
に
は
中
央
図
書
館
を
は
じ

め
、
各
地
域
に
常
東
・
千
住
・
宮
城
・

新
田
・
中
川
・
花
畑
の
七
か
所
の
区
疔

図
書
館
が
あ
り
、
そ
の
他
に
区
民
福
鉛

セ
ン
タ
―
や
児
童
館
に
図
書
室
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
移
助
図
書
館
「
き
ぽ
ろ

号
」
に
よ
る
巡
回
貸
出
し
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

本
を
借
り
る
に
は

住
所
の
わ
か
る
証
明
書
(
身
分
証
明

書
・
健
康
保
険
証
な
ど
)
が
あ
れ
ば
、

だ
れ
で
も
す
ぐ
に
、
そ
の
場
で
本
が
借

り
ら
れ
ま
す
。

児
童
の
場
合
は
、
申
込
書
(
図
書
館

に
あ
り
ま
す
)
に
保
護
者
の
方
が
、
書

き
入
れ
る
だ
け
で
、
同
じ
よ
う
に
借
り

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
本
は
一
回
に
つ
き

二
冊
ま
で
借
り
ら
れ
、
貸
出
し
期
間
は

二
週
間
で
す
。

予

約

制

度

自
分
の
読
み
た
い
本
が
貸
出
し
中
で

な
か
っ
た
り
、
図
書
館
に
備
え
つ
け
ら

れ
て
な
い
場
合
に
、
読
者
が
予
約
注
文

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貸
出
し
中
の
も
の
は
返
却
さ
れ
た
時

に
、
そ
の
人
の
た
め
に
と
っ
て
お
き
、

図
書
館
に
な
い
も
の
は
買
い
入
れ
て
、

読
者
の
要
求
に
こ
た
え
て
い
く
も
の
で

す
。ま

た
、
十
人
以
上
の
団
体
に
は
、
一

回
に
つ
き
五
十
冊
ま
で
一
か
月
間
貸
出

し
を
す
る
団
体
貸
出
し
制
度
も
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。図

書
館
の
休
日

開
館
時
間

各
図
書
館
と
も
月
曜
日
(
第
三
月
曜

日
は
開
館
)
、
祝
日
、
図
書
盤
理
日
　
(

毎
月
十
四
日
)
、
第
三
日
曜
日
を
除

い
て
毎
日
午
前
九
時
か
ら
開
館
し
、
閉

館
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
中
央
図
書
館
-
午
後
七
時
三
十
分
　
(

土
・
日
畷
日
は
午
後
五
時
ま
で
。
児

童
室
は
平
日
も
午
後
五
時
ま
で
)
　
千

住
図
書
館
-
午
後
五
時
(
木
・
金
曜
日

は
午
後
八
時
ま
で
)

そ
の
他
の
館
は
い
ず
れ
も
午
後
五
時

ま
で
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
次
の
最
寄

り
の
図
書
館
へ
。

▼
中
央
図
書
館
　
八
四
〇
―
四
六
四
六

▼
千
住
図
書
館
　
八
八
一―
一
九
九
四

▼
宮
城
図
書
館
　
九
二

丁

○
四
六
〇

▼
新
田
図
書
館
　
九
二
T

一
七
六
七

▼
常
東
図
書
館
　
八
八
一
―
八
五
八
五

▼
中
川
図
書
館
　
六
○
六
-
○
二
一
七

▼
花
畑
図
書
館
　
八
五
〇
―
二
六
一
八

そ

の

他

中
央
図
書
館
に
は
、
広
く
郷
土
の
資

料
を
提
供
、展
示
す
る
資
料
室
が
あ
り
、

ま
た
、
映
写
機
材
や
フ
ィ
ル
ム
を
無
料

で
お
貸
し
す
る
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
好
き
な
音
楽
を
自
由
に
鑑
賞
で
き

―る
レ
コ
ー
ド
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子どもたちでにぎわう図書館

泥
土
容
器
の

ご
利
用
を

区
道
の
側
溝
等
の
清
掃
に
は
、日
頃

か
ら
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂

い
て
い
ま
す
が
、こ
の
た
び
区
で
は
、

爬
や
ヘ
ド
ロ
な
ど
の
汚
物
を
、よ
り
す
み

や
か
に
か
つ
清
潔
に
処
理
し
て
頂
く

に
め
の
容
器
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、区
役
所
工
務
係
へ
ど
う

ぞ
。

み
ど
り
豊
か
な

町
を
め
ざ
し
て

人
間
が
生
き
て
ゆ
く
う
え
で
、
清

浄
な
大
気
と
水
は
不
可
欠
の
も
の
で

す
。
樹
木
に
は
、
大
気
を
き
れ
い
に

す
る
大
切
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

庭
木
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
鉢
植
さ
え
も
、
私
た
ち
に
う

る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
す
ご
と
の
で
き
な
い
み
ど
り
も

年
々
、
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
減
る
一

方
で
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
現
在
残
さ
れ
て

い
る
自
然
の
保
護
と
み
ど
り
の
育
成

の
た
め
に
緑
化
事
業
を
積
極
的
に
す

す
め
て
い
ま
す
。

■

樹

木

・

樹

林

に

助

成

金

を

交

付

区
内
に
古
く
か
ら
あ
る
樹
を
守
ろ

う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
区
で
は
}

定
基
串
以
上
の
樹
木
と
樹
林

を

「保
存
樹
木
(
林
)
」と
し
て
指
定

し
こ
れ
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

次
の
基
準
に
該
当
す
る
樹
木
、樹

林
の
所
哥
者
(
管
理
者
)
は
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
―
樹
木
…
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル

以
上
で
、
地
上
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト

ル
地
点
の
幹
回
り
が
一
・
五
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の

樹
林
…
面
積
が
三

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

助
成
金
―
樹
木
二
本
に
つ
き
年
額

三
千
円
　
樹
林
…
一
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
年
額
十
二
円

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
緑
化
係

へ
ど
う
ぞ
。

■

植

木

ま

つ

り

前
号
の
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
も

す

で

に

ご
案

内

し

ま
し

た

「
植

木

ま

つ

り

」
で

、
秋

の
ひ

と
と

き

を

過

ご

し

て
み

ま

せ

ん

か

。

庭

木

や
鉢

も

の

な

ど
多

数

取

り

そ

ろ

え

、
緑

の

相

談

に

応
じ

た

り

、
草

花

の

種
子

プ

レ

ゼ

ン
ト

も
行

な

わ

れ

ま

す

。

日
時
…
十
月
五
日
(
土
)
・
六
日
(
日
)

午

後

三
時

か

ら

午

後

九
時

ま

で

場
所
…
北
千
住
駅
前
通
り
と
区
役
所

前

通

り
の

閾

の

旧

日
光

街

―
1の

商
店

街

通

り

※

ド
ラ

イ

バ

ー
の

方
へ

両

日

は

、
午

後

一
時

か

ら

午

後
十

時

ま
で

車

の

進
入

が
禁

止

さ

れ

ま

す

の

で

ご
協

力

く

だ

さ

い

。

―
―
防
災
に
そ
な
え
て
―
―

三
角
バ
ケ
ツ
を
支
給
!

八
月
二
十
九
日
付
の
「
区
の
お
知
叭

せ
・
防
災
特
集
号
」
で
お
知
ら
せ
し
憲

し
た
三
角
バ
ケ
ツ
を
、
区
内
の
二
人
以

上
の
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

こ
の
三
角
バ
ケ
ツ
は
、
大
地
震
に
よ

る
防
火
や
通
常
火
災
の
初
期
消
火
に
、

ま
た
、
災
書
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確

保
に
ご
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
す
。

区
で
は
、
こ
の
三
角
バ
ケ
ツ
を
二
か

年
計
画
で
配
布
す
る
予

定
で
、
今
回

は
、
家
屋
の
特
に
密
集
し
て
い
る
次
の

地
域
に
配
布
し
ま
す
。

■
配
布
地
域…
常
東
・
第
三
・
四
・
五

・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
二
・
二

十
出
張
所
管
内

■
配
布
対
象
…
前
記
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
二
人
以
上
の
世
帯
で
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
十
五
日
現
在
「
住
民
基
本
台

帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
家
庭

■
配
布
時
期
…
十
月
中
旬
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
の
期
問

■
配
布
方
法
…
区
が
各
ご
家
庭
に
直
接

お
届
け
し
ま
す
。

※
今
回
の
配
布
地
域
以
外
の
ご
家
庭
の

方
に
は
、
来
年
度
の
上
半
期
に
配
布
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
防
災
計
画

へ
ど
う
ぞ
。

映
画
「
地
震
と
東
京
」

の
テ
レ
ビ
放
映

都
が
作
成
し
た
震
災
対
策
映
画
「仙

震
と
東
京
」(
カ
ラ
ー
)
を
九
回
に
分

一
け
て
、
次
の
と
お
り
テ
レ
ビ
放
映
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
局
-
N
E
T

テ
レ
ビ

放
送
期
間
―
十
月
三
日
か
ら
十
二
月
W

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

放
送
時
間―
各
回
と
も
、
午
前
十
時
か

ら
午
前
十
時
二
十
分
ま
で

※
こ
の
映
画
は
、
テ
レ
ビ
放
映
の
後
、
(
1
)

都
庁
都
民
資
料
冥
(
2
)
日
比
谷
図
書

館
、
(
3
)
立
川
教
育
会
館
な
ど
で
一
慇
'

出
し
を
も
し
ま
す
。
地
域
、
学
校
な
ど

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

災害にそなえて

防災訓練実施さる

去
る
九
月
四
日
、
区
内
二
か
所
で

防
災
馴
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
(
写
真
)

花
畑
の
一
ツ
家
第
一
公

園
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
の

応
急
復
旧
や
区
民
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
な
ど
が
、

本
番
さ
な
が
ら
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
区
役
所
で
は
、

災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓

練
が
行
な
わ
れ
、
無
線
に

よ
る
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
避
難
、

誘
導
な
ど
の
総
合
的
な
図
上
訓
練
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
災
客
対
策
本
部
の

訓
練
は
、
区
の
職
員
を
対

象
に
し
た
も
の
で
、
非
常

災
害
の
楊
合
、
す
み
や
か

に
救
助
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
と
意
図
さ
れ
た
も
の

で
す
。

区
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

積
極
的
に
災
害
対
策
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
が
、

何
と
い
っ
て
も
区
民
の
方
々
の
日
頃

の
心
構
え
が
、
最
も
大
切
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
災
害
に
備
え
、
ふ
だ

ん
か
ら
万
全
の
準
備
を
整
え
て
く
だ

さ
い
。

区
奨
学
生
を
募
集

区
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
要
領
y

「
足
立
区
奨
学
生
」
を
募
集
し
て
い
さ

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
に

募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員―
約
三
十
名
(
高
校
二
十
夂
　

大
学
十
名
)

貸
付
金
額―
高
校
(
高
専
含
む
)
…
日

順
四
千
円
以
内
大
学
…
月
額
六
羊

円
以
内

応
募
資
格
―
(
1
)
区
内
に
引
続
き
三
年
以

上
住
ん
で
い
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ

と
(
2
)
都
内
に
所
在
す
る
学
校
に
在

学
し
て
い
る
こ
と
(
昭
和
五
十
年
度

入
学
者
を
含
む
)
(
3
)
他
か
ら
同
種

の
学
資
金
を
借
り
て
い
な
い
こ
と

申
込
期
間
―
十
月
二
十
一
日
(
月
)
～

三
十
一
日
(
木
)

採
用
発
表
―
昭
和
五
十
年
二
月
下
旬
の

予
定

貸
付
開
始
―
昭
和
五
十
年
四
月

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育

委
員
会
学
務
課
振
興
係
へ
。

10 月 の セン タ ー・ 児 童館 ・老 人館 だよ り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

六
○
五
-
七
一
〇
一

■
文
化
祭
―
四
日
(
金
)
～
六
日
(
日
)
午
前
九
時
■
手
芸
教
室

一
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
…
材
料
費
千
三
百
円
■
文
学
教
室
―

十
(
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
■
素
人
浪
曲
大
会
―
十
九
日
(

土
)
午
後
一
時
…
定
員
二
百
名
■
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
十
二
日
(

土
)
午
後
二
時
■
コ
ー
ラ
ス
―
七
日
(
日
)
午
前
十
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
―
四
六
六
一

■
老
人
慰
安
演
芸
会
―
九
日
(
水
)
午
後
一
時
■
老
人
生
花
教
室

会
員
募
集
―
五
日
(
土
)
午
前
九
時
か
ら
■
老
人
囲
碁
大
会
―
十

三
日
(
日
)
午
前
十
時
…
定
員
四
十
名
■
老
人
五
目
な
ら
べ
大
会

―
二
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
…
定
員
四
十
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
―
五
〇
一
六

■
老
人
健
康
相
談
―
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
■
老
人
茶

道
教
室
―
十
七
日
(
木
)
午
前
十
時
…
定
員
二
十
名
■
老
人
民
謡

教
室
―
十
五
日
(
火
)
午
後
二
時
■
老
人
踊
り
教
室
―
十
一
日
・

十
(
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分
■
児
童
映
画
会
―
六
日
・
十
三

日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
■
木
箱
を
つ
く
ろ
う
―
九
日
(
水
)

午
後
二
時
…
定
員
十
名
■
ス
ラ
イ
ド
を
や
ろ
う
一
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
二
―
二
七
六
五

■
子
ど
も
ま
ん
が
映
画
大
会
―
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
■

老
人
踊
り
教
室
―
九
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
■
老
人
健
康
相

談
―
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
■
老
人
民
謡
教
室
―
十
七

日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
三
日
(
日
)

午
後
二
時
三
十
分
■
老
人
と
職
員
の
話
し
合
い
―
八
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
―
六
九
四
八

■
映
画
会
―
五
日
(
土
)
・
六
日
(
日
)
午
後
三
時
…
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
(
前
・
後
篇
)
■
第
四
回
秋
季
卓
球
大
会
一
十
三
日
(
日
)

午
前
十
時
…
申
込
み
は
五
日
(
土
)
か
ら
十
二
日
(
土
)
ま
で

□
新
田
老
人
館
・
児
童
館
　

九
匸
〒
三
四
二
ー

■
老
人
映
画
会
―
六
日
(
日
)
午
後
一
時
■
老
人
民
謡
教
室
―
十

一
日
(
金
)
午
後
二
時
■
老
人
舞
踊
練
習
―
九
日
・
十
六
日
・
二

十
三
日
(
水
)
午
前
十
時
■
老
人
華
道
教
室
一
十
五
日
(
火
)
午

前
十
時
■
子
ど
も
映
画
会
―
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

■
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
―
十
二
日
(
土
)
午
後
三
時
■
卓
球
教
室
―
十

九
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
■
伝
承
あ
そ
び
―
五
日
(
土
)
午

後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
I
八
八
〇
一

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影
―
毎
週
木
一
日
―
午
後
六
時
三
十
分

毎
週
土
曜
日
―
午
後
一
時
三
十
分
・
午
後
三
時
・
午
後
六
時
三
十
分

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
―
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
上
一
六
一
七

■
婦
人
映
画
会
―
十
七
日
(
木
)
午
前
十
時
■
料
理
教
室
一
十
六

日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
…
教
材
費
三
百
円
■
和
装
用
バ
ッ
グ

―
十
(
日
(
金
)
午
後
二
時
…
教
材
費
千
円
■
卓
球
大
会
―
五
日

・
十
二
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十
分
■
子
ど
も
映
画
会
―
十
九
日
(

土
)
午
後
二
時
■
卓
球
指
導
―
五
日
(
土
)
午
後
三
時

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
二
と
は
、直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ
〕

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882―1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
不
動
産
一
口
メ
モ―

土
地
を
買
う
と
き
は

よ
く
、
何
百
万
円
も
す
る
不
助
産

の
契
約
書
を
片
手
に
、
「
こ
れ
で
良

い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
て
役
所
を

訪
れ
る
奥
さ
ん
が
い
ま
す
。
大
根
や

化
粧
品
に
大
変
な
注
意
を
は
ら
う
方

が
、
重
要
な
生
活
の
基
礎
と
な
る
不

助
産
の
購
入
に
な
ぜ
こ
う
"
い
い
か

げ
ん
"
な
の
で
し
ょ
う
か
。
不
助
産

売
買
の
よ
う
な
法
的
な
取
引
を
す
る

に
は
、
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
が
何

よ
り
強
み
で
す
。
そ
こ
で
不
助
産
一

口
メ
モ
を
作
り
ま
し
た
。

広

告

を

良

く

読

も

う

取
引
の
き
っ
か
け
は
広
告
に
よ
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
内
容
に
少

し
で
も
疑
問
が
あ
れ
ぱ
納
得
の
ゆ
く

ま
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
い
字

も
見
落
さ
な
い
よ
う
に
。

業

者
(

売

り

手
)

を

調

べ

よ

う

黒
い
過
去
に

つ
い
て
は
か
く

す
も
の
で
す
。

契
約
を
せ
き
た

て
る
業
者
に
は

注
意
が
か
ん
じ

ん
で
す
。

ま
た
、
無
権

利
者
や
未
成
年

者
、
地
面
師
な
ど
に
か
か
わ
ら
ぬ
よ

う
に
。
売
物
が
相
続
財
産
の
と
き
は

要
注
意
。

役

所

を

た

ず

ね

て

登
記
所
(
地
目
・
権
利
)

区
役

所
(
建
築
制
限
・
公
示
価
格
)

都

庁
(
業
者
の
調
査
)
な
ど
。
役
所
嫌

い
は
損
を
す
る
も
と
で
す
。

取

引

主

任

者

に

説

明

を

聞

く

法
律
で
は
、
賢
格
を
持
っ
た
取
引

主
任
者
が
物
件
説
明
書
に
も
と
づ
き

客
に
説
明
す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い

ま
す
。
物
件
説
明
書
は
い
わ
ぱ
土
地

の
カ
ル
テ
で
す
。
三
種
あ
り
、
土
地

の
す
べ
て
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
説
明
書
を
く
れ
ぬ
(
買
わ

ず
と
も
く
れ
る
)
業
者
は
、
絶
対
相

手
に
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

ロ
ー
ン
に

つ
い
て
　

最
近
の
金
融
引

締
で
、ロ
ー
ン
は

き
び
し
く
な
り
ま

し
た
。銀
行
を
た

ず
ね
、
説
明
を
う
け
る
こ
と
で
す
。

印

鑑

を

押

す

前

に

一
円
で
も
手
付
を
払
い
、
認
め
で

も
拇
印
で
も
契
約
は
有
効
に
成
立
し

ま
す
。
印
鑑
を
押
す
前
に
、
も
う
一

度
自
分
が
納
得
し
て
い
る
か
確
か
め

縣

い

の

な

い
よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。
自

分
の

考

え

と

違

う
所

は

ど

ん

ど

ん
直

し
て

も

ら

う
こ

と
で

す

。

契

約

の

履

行

無

事

に

契
約

が
成

立

し
て

も

、
土

地

は

登

記

が
済

ま

な

け

れ

ば
安

心

で

き

ま
せ

ん

。
早

急

に

自

分

名
儀

に

し

て

も
ら

う

こ

と
で

す

。
万

一
紛

争

の

き

ぎ
し

が

見
え

た

ら

、
手
元

の

書

類

を

一
切

大

事

に
集

め

、
弁
護

士

に
相

談

す
る

こ

と
で

す

。
相

談

料

は
安

い

も
の

で

す
0

◎
く

わ

し

い

お
話

を

い

つ
で

も

い

た

し

ま
す

。
お

気
軽

に

区

役

所
建

築

課

(
区

役

所

三

階
)

ま

で

お
い

で

く

だ

さ
い

。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
　
(
5
6
)

―
―
旧
梅
田
村
か
い
わ
い
　
そ
の
二
―
―

勝
山
準
四
郎

梅
田
村
は
、新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
「
東

西
八
町
、
南
北
十
町
。
江
戸
よ
り
行
程
二
里
半

。

当
村
は
往
古
は
海
に
沿
へ
た
る
地
な
り
し
が
、
後

寄
洲
と
な
り
て
開
け
し
故
、
往
古
渕
江
村
と
唱
へ

り
。後
志
田
先
生
義
広
一
旦
此
地
に
閑
居
せ
し
が
、

夫
よ
り
五
代
の
孫
常
陸
介
久
広
此
に
来
た
り
住
せ

り
。此
人
氏
を
梅
田
と
改
し
に
よ
り
、

村
名
を
も
か
へ
し
と
い
へ
り
。人
中

略
)
…
民
戸
百
四
十
余
」と
記
さ
れ
て

い

る

。
大

昔
『
晦

に

沿

へ

た

る
地

」
は

梅
田

村

だ
け

の

こ

と
で

は

な

か

っ

た

が

、
わ

ざ

わ

ざ

こ
の

よ

う

に

述

べ
て

い
る

の

は

当

村

だ
け

で

あ

る

。
こ

れ

は
風

土

配

碼

成
立

の

頃
(

文

政

十

一

年
-

一
八

二

八
)

村

内

に

湿

地

や
深

田
な
ど
が
目
立
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
せ
い
か
広
さ
の
剖
合
に
は
村
高
(
米
生
産
a
)

は
三
百
七
十
一
石
と
少
い
。
隣
合
っ
た
鳥
根

村
が
五
百
十
二
石
、
栗
原
村
は
四
百
七
十
一
石
で

あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
く
ら
べ
る
と
わ
か
る
。

民
家
数
は
区
内
の
村
々
で
は
多
い
方
で
あ
っ
た

か
ら
、
農
業
収
入
の
補
い
と
し
て
、
紙
す
き
に
精

を
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
幕
府
に
提
出
し
た
農

間
副
業
(
余
業
)
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

○

中
村
八
太
火
脚
代
官
所

武
州
足
立
郡
梅
田
村

日
本
橋
迄
道
の
り
二
里
半

日
光
道
中
往
還
付

市
場
御
座
な
く
候

一
、
高
三
百
七
十
一
石
五
斗
二
升
七
合

家
数
　
百
四
十
一
軒

人
数
　
七
百
人

内
百
二
十
九
軒

農
業
の
間
紙
す
き
渡
世
仕
り
候

十
二
軒

農
業
の
間
商
い
渡
世
仕
り
俟

(
以
下
商
い
渡
世
者
名
列
記
)

○

堅
い
文
章
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
恐
縮
だ
が
、

当
時
の
文
書
形
式
と
し
て
ご
了
承
下
さ
い

。
文
中

に
あ
る
よ
う
に
、
民
家
の
大
半
が
紙
す
き
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
前
ま
で
そ
の
名
残

り
が
あ
っ
た
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
日
光
道
中
往
還
付
の
村
、
即
ち
街
遭
沿

い
の
村
と
し
て
は
、
商
い
渡
世
の
少
な
か
っ
た
こ

と
も
珍
ら
し
い

。
先
の
報
告
書
中
に
も
、
旅
人
相

手
と
思
わ
れ
る
の
は
「
水
茶
屋

」
一
軒
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
村
全

体
が
街
道
を
離
れ
て
、
西
の
部
分
に
あ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
川
田
橋
を
離
れ
て
旧
道
を
北
に
進
み
、
千

住
分
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
左
側
に
、
石
不
動
尊
の

小
褐
が
あ
る
。
耳
の
不
助
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

耳
を
病
む
者
が
竹
筒
に
酒
を
入
れ
て
お
が
み

、

そ
の
濔
を
耳
に
つ
け
る
と
な
お
る
と
言
う
り
で
信

仰
さ
れ
、
お
礼
に
は
や
は
り
竹
筒
に
酒
を
入
れ
て

納
め
る
と
か
で

、
栲
に
は
そ
の
筒
が
沢
山
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
「
子
膏
八
彦
尊
是
よ
り
二
町
行
」
の

道
標
に
従
っ
て
、
こ
こ
で
道
を
左
に
折
れ
て
み
た

い
。　
(

つ
づ
く
)

石不助尊( 耳不動)

保
育
園
児
募
集

―
―
定
員
増
の
梅
田
保
育
園
―
―

区
立
梅
田
保
青
園
は
、
現
在
地
が
補

助
百
十
三
号
道
路
の
建
設
予
定
地
に
か

か
る
た
め
、
隣
接
の
梅
田
四
丁
目
二
番

十
九
号
に
新
園
舎
を
建

設
中
で
し
た

が
、
十
二
月
か
ら
新
園
舎
へ
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
園
は
、
従
来
よ
り
、
定
員
が

二
十
名
ふ
え
て

、
百
二
十
名
定
員
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
次
に
よ
り
増
員
分
の
園
児
募

集
を
し
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
乳
児
―
十
一
名
(
満
六
か

月
以
上
の
〇
歳
児
九
名
を
含
ひ
)

幼
児
―
九
名

申
込
み
期
間
　
十
月
二
十
一
日
(
月
)

か
ら
十
一
月
二
日
(
土
)
ま
で

申
込
み
場
所
　
お
住
ま
い
を
管
爾
す
ろ

福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

◇
足
立
福
祉
事
務
所
　
千
住
柳
町
匸
一

一
五
　
八
八
八
―
三
一
四
一

◇
中
部
福
祉
事
務
所
　
関
原
二
丁
目
一

〇
一
一
〇
　
八
八
九
-
一
四
八
一

◇
東
部
福
祉
事
務
所
　
東
綾
瀬
一
丁
目

五
一

一
七
　

六
〇
五
―
七
一
〇
五

◇
西
部
福
祉
事
務
所
　
鹿
浜
二
丁
目
二

四
―
二
　

八
九
七
一
五
〇
一
一

用
意
す
る
も
の
　
▼
昭
和
四
十
八
年
度

特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る
も
の
(
課

税
証
明
書
・
特
別
徴
収
通
知
書
・
納

税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

▼
昭
和

四
十
八
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も

の
(
課
税
証
明
書
・
源
泉
徴
収
票
・

納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

▼
昭

和
四
十
八
年
度
固
定
賢
産
税
の
わ
か

る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持
ち
の

か
た
だ
け
)

▼
印
か
ん

狂犬病予防注射と

飼い犬の登録
区
と
足
立
・
千
住

保
健
所
、
お
よ
び
獣

医
師
会
で
は
、今
年

度
第
二
回
目
の
狂
犬

病
予
防
注
射
と
飼
い

犬
の
登
録
を
次
の
日

程
で
行
な
い
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。時

間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
十
時
か
ら
午
後
〇

時
三
十
分
ま
で
。

◎
登
録
手
数
料
三
百
円
、
注
射
手
数
料

五
百
円
、
注
射
済
証
六
十
円

た
だ
し
、
登
録
は
昭
和
四
十
九
年
度

の
登
録
を
し
て
い
な
い
方
だ
け
で
す
。

な
お
当
日
雨
天
の
場
合
、中
止
に

な
り
ま
す
の
で
<
　
>

内
の
振
替
日
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
1
0
/
1
4
(月
)
東
和
保
健
相
破
所

・
北
鹿
浜
町
壻
徳
寺
・
第
四
出
張
所
<
1
0
/
2
9
>

▽
1
0
/
1
5
(火
)
佐
野

町
柳
野
稲
荷
神
社
・
柳
原
神
社
・
第
二

十
出
張
所
<
1
0
/
3
0
>
▽
1
0
/
1
6
(
水
)

第
十
二
出
張
所
・
千
住
神
社
・
第
十
三

出
張
所
<
1
0
/
3
1
>
▽
1
0
/
1
7
(
杰

大
川
町
公
園
・
第
十
八
出
張
所
・
北
鹿

浜
公
園
<
1
1
/
1
>
▽
1
0
/
1
8
(
愈

東
綾
瀬
出
張
所
・
区
役
所
伸
町
分
室
・

興
野
町
公
民
館
<
1
1
/
5
>
▽
一
…
1
0
/

2
1
(
月
)
第
十
七
出
張
所
そ
ば
・
第
十

四
出
張
所
・
西
保
木
間
氷
川
神
社
<
1
1

/
6
>
▽
1
0
/
2
2
(
火
)
西
新
井
一

察
署
前
環
七
陸
橋
下
・
本
木
五
丁
目
三

島
神
社
・
第
十
六
出
張
所
<
1
1
/
7
>

▽
1
0
/
2
3
(
水
)
東
栗
原
出
張
所
・
篥

七
出
張
所
そ
ば
・
伊
興
西
つ
り
堀
伊
具

園
前
<
1
1
/
8
>
▽
1
0
/
2
4
(
木
)

区
第
二
庁
舎
・
西
新
井
大
師
門
前
・
太

木
西
氷
川
神
社
<
1
1
/
1
1
>
▽
1
0
/

2
5
(
金
)
第
六
出
張
所
・
第
十
五
出
張

一
所
・
第
十
九
出
張
所
<
1
1
/
1
2
>
▽

・
1
0
/
2
8
(
月
)
鳥
根
翼
神
社
・
梅
田
赤

不
助
・
足
立
保
健
所
<
一
1
1
/
1
3
>

※
当
日
、
犬
の
か
ら
だ
に
異
常
が
あ
る

・
場
合
は
、
会
場
で
申
出
て
く
だ
さ
い

。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
0
)

部
落
と
経
済
社
会
④

そ
の
時
々
の
支
配
権
力
の
都
合
に

よ
り
都
落
民
が
い
か
に
利
用
さ
れ
た

か
、
幕
末
の
長
州
征
伐
を
み
て
み
よ

う
。長

州
の
高
杉
瞽
作
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
た
騎
兵
隊
は
、
前
代
未
聞
の
封

建
身
分
に
捉
わ
れ
な
い
編
成
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
長
州

征
伐
に
お
い

て
、
率
々
し
い
活
躍
を
と
げ
た
。

「身
分
に
捉
わ
れ
な
い
」と
し
な

が
ら
。
結
成
当
初
は
部
落
民
だ
け
そ

の
編
成
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
が
、

今
に
も
崩
れ
ん
と
す
る
屡
の
危
機
を

く
い
と
め
る
た
め
、
部
落
民
の
解
放

へ
の
切
望
を
利
用
し
て
、
二
か
月
後

に
登
用
し
た
。

彼
等
は
「
胼
勇
隊
」あ
る
い
は
「
憖

勇
の
団
隊
」
と
呼
ぱ
れ
、
「
す
べ
て

同
格
」
の
騎
兵
隊
の
中
で
も
差
別
的

扱
い
を
受
け
、
戦
い
の
場
で
は
そ
の

最
前
戦
に
立
だ
さ
れ
た
。

同
様
の
こ
と
が
、
幕
軍
に
お
い
て

も
行
な
わ
れ
た
。
長
州
軍
の
前
に
し

ば
し
ば
苦
敗
を
な
め
た
幕
軍
は
、
弾

左
衛
門
を
使
っ
て
都
落
民
を
鉄
砲
隊

に
仕
立
て
、
戦
力
の
増
強
を
は
か
ろ

う
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
常
に
権
力
は
己
の

都
合
の
た
め
に
、
解
放
に
身
を
こ
が

す
部
落
民
を
利
用
し
続
け
て
き
た
の

で
あ
る
。

(部
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

八
五
〇
-
七
七
六
九
)

高
齢
者
と
心
身
障
害
者
の
就
労
助
成

事
業
所
見
学
に
ど
う
ぞ

区
で
は
、
心
身
障
害
者
や
高
齢
の
方

で
、
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に

「
事
業
所
見
学
」
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
▽
第
一
回

十
月
十
八
日
(
金
)

対
象
…
高
齢
者

百
人
(
バ
ス
二
台
)

▽
第
二
回

十
月
二
十
二
日
(
火
)
　

対
象
…
心
身
障
害
者
百
人
(
バ
ス

二
台
)

乗
合
場
所
・
時
間
　
両
日
と
も
区
役
所

前
午
前
九
時

参
加
申
込
み
　
申
込
書
に
記
入
の
上

、

区
役
所
援
護
係
、
ま
た
は
足
立
公
共

職
業
安
定
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目
一
)

ま
で
(

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
)

な
お
、
申
込
書
は
、
区
役
所
二
階
援

護
係
と
足
立
公
共
職
業
安
定
所
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援
護
係
ま

で
ど
う
ぞ
。

愛
の
献
血
を

十
月
の
献
血
日
程

十
四
日
(
月
)
第
十
九
出
張
所

十
五
日
(
火
)
興
本
小
学
校

十
七
日
(
木
)
区
役
所
本
庁
舎

二
十
九
日
(
火
)
竹
の
塚
駅
東
口

三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

掲

示

板

■
心
身
障
害
者
の

体
育
祭
へ

日
時
―
十
一
月
三
日
(
日
)
午
前

九
時
三
十
分

場
所
―
区
立
第
九
中

学
校
(
区
第
二
庁
舎
前
)

申
込
資

格
I
区
内
在
住
・
在
勤
の
陣
害
者
の

万
で
、
運
助
競
技
に
参
加
で
き
る
方

申
込
締
切
―
十
月
十
二
日
(
土
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

援
謹
係
ま
で

。

※
障
害
者
団
体
で
も
、
申
込
の
取
扱

い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
喜
寿
の
祝
」と

敬
老
慰
安
大
会

区
で
は
、
九
月
十
五
日
現
在
で
、

七
十
七
歳
の
万
の
「
喜
寿
」
を
祝
っ

て
、記
念
品
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、

敬
老
慰
安
大
会
に
ご
招
待
し
ま
す

。

日
時
　
十
月
十
二
日
(
土
)
正
午

場
所
　
区
文
化
会
館

内
容
　
第
一
部
-
式
典

第
二
部
―

演
芸
(
落
語
・
講
談
・
民
隅
・
胸

曲
等
)

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
老
人
助

成
係
へ

。

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

初
心
者
講
習
会

日
時
-
十
一
月
十
一
日
(
月
)
・

十
二
日
(
火
)
・
十
三
日
(
水
)
午

後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
会

場
-
区
立
第
九
中
学
校
体
育
館
(
梅

鳥
駅
下
車
徒
歩
三
分
)
対
象
―
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
(
高
校
生
以

上
)
の
万
定
員
―
百
名
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
)
参
加
費
―
無

料
購
師
―
足
立
区
バ
ス
ケ
ッ
卜
連

盟
指
導
員
　
内
容
1
旧
初
歩
的
な
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
技
听
匐
ゲ
ー
ム

の
万
法

煦
そ
の
他

申
込
み
先
I

区
教
青
委
員
会
体
育
振
興
係
(
〒
一

二
〇

千
住
伸
町
五
八
)
へ
、
直
接

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
職
業
・
一
括
番
号
を
明
記
の
う

え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
講
者
は
、
運
助
靴
と
運
助
の
で

き
る
服
装
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

講
習
会

▽
日
時
―
十
月
十
六
日
(
水
)
・

十
七
日
(
木
)
・
十
八
日
(
金
)
午

後
六
時
三
十
分
～
九
時
▽
会
場
―

区
立
千
寿
小
学
校
体
育
館
▽
対
象

―
一
般
区
民
(
十
六
歳
以
上
)
▽

受
爾
料
―
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
二
百

円
)
▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

―
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

長
谷
部
宅
(
〒
一
ニ
〇
千
住
寿
町

二
六
―
五
　
八
八
一
―
九
〇
六
五
)

※
申
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で

。

■
珠
算
競
技
大
会

日
時
―
十
一
月
十
日
(
日
)
午
前

八
時
三
十
分

場
所
―
区
立
竹
の
塚

小
学
校
体
育
館

覆
目
―
総
合
・
読

上
算
・
院
上
略
算

参
加
賢
格
-
区

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
(
た
だ

し
、
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
学
校

ま
た
は
珠
算
塾
で
団
体
参
加
。
高
校

生
な
ら
び
に
一
般
に
つ
い
て
は
佃
人

參
加
)

申
込
締
切
一

十
月
十
二

日
(
土
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ
。

■
消
費
者
教
室

日
時
―
十
月
八
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

場
所
I
区
消
費
者

セ
ン
タ
ー
教
室
(
千
住
仲
町
三

区

商
振
連
会
館
三
階
)

テ
ー
マ
ー
「
お

米
の
流
通
と
洌
賢
者
米
価
」

講
師
1
N
H
K

解
説
委
員
中
村
靖
彦
氏

定
員
　
七
十
名
(
入
場
無
料
)

申
込

み
は
、直
接
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
　
八

七
〇
一
一
三
九
一
)
へ
。

■
大
橋
公
園
に

芭
蕉
の
碑

文
化
財
保
護
の
た
め
、
こ
の
ほ
ど

区
内
十
四
か
所
の
史
跡
に
碑
石
や
標

柱
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
千
住
は
松
尾
芭
駕
の

「
奥
の
細
道
」
の
旅
路
の
出
発
地
点

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
千
住
橋
戸
町

大
橋
公
園
内
に
「
お
く
の
ほ
そ
道
矢

立
初
の
碑
」を
建
立
す
る
こ
と
に
し
、

来
る
十
月
十
二
日
(
土
)
午
前
十
時

か
ら
碑
の
除
幕
式
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
建
碑
を
配
念
し
、

奥
の
細
道
の
研
究
家
井
本
農
一
氏
の

講
演
も
合
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。

■
保
留
地
を

処
分
し
ま
す

入
札
日
―
十
月
七
日
(
月
)
午
後

一
時
～
二
時
一
区
画
面
積
―
九
五

㎡
土
六
〇
m
2
　
問
い
合
わ
せ
は
、

大
谷
田
谷
中
土
地
区
画
整
理
組
合
事

務
所
(
大
谷
田
四
-
一
〇
―
一
一

六
〇
五
一

九
二
三
六
)
へ
。

訂
正

九
月
二
十
日
兮
「
足

立
区
の
財
政
状
況
」
の

文
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
の
決
算
を
み
ま

す
と
、
足
立
区
は
普
通
会
計
で
、
約

二
百
六
十
一
億
円
の
規
橋
で
、
世
田

谷
区
に
次
い
で
二
十
三
区
中
二
番
目

で
す
。

し
か
し
、そ
の
内
容
を
み
ま
す
と
、

都
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
交
付
金
が

約
百
五
億
円
で
、
足
立
区
収
入
の
四

十
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
力
テ
ス
ト
の
文
中
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

三
十
歳
を
六
十
歳
に
。

風景印を使います
―切手展も開催―

風
景
印
と
は
、
各
地
の
特

色
を
図
案
化
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
日
付
印
で
、足
立
区
で
は
、

い
ま
ま
で
足
立
局
だ
け
で
使

っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
十

二
日
(
土
)
に
、
足
立
区
で

名
所
・
史
跡
等
の
石
碑
を
建

立
す
る
の
を
契
機
に
、
足
立

北
・
足
立
西
局
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
風

景
印
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
ち
な

む
切
手
展
を
次
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。

開
催
期
間
　
十
月
十
二
日

(
土
)
～
十
七
日
(
木
)

<
十
三
日
は
除
く
>
午

前
九
時
～
午
後
四
時

場
所
　
住
友
銀
行
千
住
支
店

三
階
ホ
ー
ル
(
北
千
住
駅

西
口
)
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